青風荘　　フェイスシート

平成23年12月5日　担当：中村文洋

	入　所　者
	氏　名　　倉石　ヨシエ　様　　　　　男・　女　　　昭和　6年　8月　1日生　(　80歳）

	
	〒　　　　　住　所　八戸市田面木字赤坂35－9　　　　　　　　　電話　27－7658　

	
	病　　名
	統合失調症
	合　併　症
	高血圧

	
	発症時期
	S62年2月頃　（56歳）
	罹 患 期 間
	約　23年　

	
	入院回数
	　　1回
	延べ入院年数
	約　14年1ヶ月

	医療機関
	　青南病院　　（主治医　千葉　良　　）
	外来受診日
	土曜日（2週　1回）

	医療区分
	後期高齢者医療
	重度医療
	有・無
	自立支援医療
	有・無
	手帳
	有・無（1級）

	経済状況
	年金
	障害年金　１級（8.3万円）

	
	その他
	なし

	障害程度区分
	　

	日中活動の場
	デイナイトケア通所

	住まいの場
	福祉ホ－ム（青風荘）

	入所年月日
	H13年10月　8日
	身長
	148.6cm
	体重
	60.3 kg 

前回61.2 kg

	最終学歴
	中学校卒業
	免許・資格
	　なし

	職　歴
	水産加工場、賄い婦等
	

	保　護　者
	氏　　名　山館　節子　様　　　　　　　続柄　姪（兄の子）　　　（同居　・否）

	入所目的

ADLの低下を防ぎ、各種プログラムを通して日常生活の拡大等を図り、生活の質を高めていく。

	入院・治療歴

	入院・治療歴

　　　　期間　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　入院・外来等　　　　　　医療機関名

１　　Ｓ62年　8月　8日～　Ｈ13年　10月　8日　　　　入院　　　　　　　　　　青南病院



	生活歴

　岩手県葛巻町にて出生。同胞7名の第4子。その後、一戸町に移住し20歳時に結婚し、奥中山の付近に住む。1子をもうけるが、本人22歳時に夫と離婚し、炊事婦として転々とする。妹が八戸に住んでいたことからＳ53年頃に八戸へ転居し、Ｓ62年まで水産加工場等で働いていた。その頃より「近所の人が神様の粉をかける為、耳が聞こえなくなった。頭の上も苦しい。」と言い、終日その粉をはらったり隣の家の壁を叩く等の行為があり、近所からの苦情が絶えないようになる。特に姉が同年2月4日に亡くなって以降は、それらの行為が酷くなり自身の毛髪を剃り頭部に湿布を貼ったりし、また不眠・不食等もみられることからＳ62年8月8日に妹・息子に伴われて青南病院受診。入院加療を勧められるが本人了解しない為、医療保護入院となる。

	家族構成



	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

　本人の息子がいるが現在、湊病院へ入院中である。本人が一番頼りにしていた長兄がＨ13年6月に亡くなったことで、今後の支援の中心は姪（長兄の娘）である山館氏となる。本人の妹が八戸市内に住んでいるが、孫の世話や年齢等を理由に倉石氏の面倒を姪に押し付けがちとなっている。姪は本人及び本人の息子の面倒も見なければならないことから、精神的に負担となっている面もあり、フォロ－が必要である。

年に2回～3回保護者である姪様や妹様､息子様が面会に来ています。


平成　23年12月5日（月）

	氏　名
	　　倉石　ヨシエ　様
	男・女
	生年月日
	　昭和　6年　8月　1日（　80歳）


	長期目標（中期・短期）

	　・ＡＤＬの低下を防ぎ自分らしい生活を送る。

　・プログラムを通して、日常生活の拡大を図る


	これまでの経過（前回評価日　H23年　7月4日）

	病状　　（　妄想的発言「神様」発言　）

○　9月と１０月に2回ずつ神様発言をされています。

· 9/20、「神様が殺してけると言っておっかねー」と話し、デイナイトケア途中帰荘する幻聴に左右された行動が一度ありますが、その他の神様発言では「ホールが寒いのは神様が居るからだ」といった自分にとって良くない事柄を神様のせいにするのみで生活に支障はありません。

服薬　　（　Ｈ23年7月4日～12月5日　就床前薬時の服薬について　）

· 8/6、10/21・23と就床前薬服用時間にホールで居眠りをしていますが声かけ後は服薬を行なえています。

生活上の行動（　自分の都合や気持ちを優先した行動をしがちになる　）
・　休日、勝手に施設の外へ行くと栗拾いをしています。スタッフが呼んで探していますが、近くにいても返事をせず、栗拾いを黙々と続けていました。栗拾い時に歩行や呼吸を普通に行なっていますが、指導時になると、急にその場でふらつく動きをし、呼吸を早め、疲れているとアピールを始めています。

· 洗濯機使用のマナーを守らない他利用者には声高に注意していますが、朝、自ら奥山様を誘っては使用時間前に洗濯機を最初に使おうとする行動が見られます。

対人関係

· 小向様・高島様・小野寺様といった特定の利用者を気にかけては面倒を見ています。現在、小野寺様が入院中で青風荘にいないことについては「さびしい」と言葉を洩らしています。
· 時折、他者へ時々乱暴な物言いをすることがありますが、言った後は相手の機嫌をとる接し方をしており、トラブルには至ることはありません。

※　10/15、トイレ使用中の佐藤様へ声を荒げて「早く出ろ！」

10/26、ＤＮＣプログラム中、稲垣様へ「邪魔だ。あっち行ってろ！」

家族関係　

・　8/1　妹様と姪様が来荘して面会を行なっています。9/18、息子様が面会に来ています。

日常生活の様子
· 荘内では、時代劇や歌番組を観るとき以外には、ホールやテーブルで居眠りをして過ごすことが殆どです。テ－ブル拭きといった当番の仕事は忘れることなく、忘れているメンバ－には声掛けをしています。
ＡＤＬ（日常生活動作）　：　目立ったＡＤＬの低下は見られていない。
①食事　　　　　　　　：　間食量が多くなることはありません。

②歩行　　　　　　　　：　歩行時に時折ふらつきが見られています。※外来受診時はスタッフ付き添い。

③入浴・整容　　　　　：　単身で問題なく行なえています。

④排泄・着脱衣　　　　：　単身で問題なく行なえています。

　　　　　　社会生活能力　：　徐々に体力の衰えが見られる。体調面での日々の見守りが必要。

①健康管理　　　　　　：　腰痛といった症状があるときは自らスタッフへ伝え、静養することが出来ている。

　　　　　　　　　　　　　外来受診時の歩行に辛さが見られており、途中の休憩が増え、息切れも早い。

※毎日、足部への軟膏塗布を行なっているが、拒否的になることがあります。

②買物(金銭管理含む)　：　歩行時の危険性から買物を代行しています。金銭管理行なえない為、事務室管理。

③掃除・洗濯　　　　　：　部屋の掃除が不十分なところがある為、部分的に介助を要しています。

青風荘では、本人の希望を引き出しと身体機能等を考慮したプログラムを行なうことで、生活リズムの安定化を図りより充実した生活を送って頂けるよう支援に努めていく。


	問題点
	介入方法
	支援期間

	①　高齢による身体機能の低下

（体重過多･筋力低下・高血圧）


	· 健康プログラム時の体重・体脂肪測定から健康への意識を促していく。また、筋力といった身体機能維持の為、ストレッチなど無理のないプログラムで継続した運動を行なえるよう図っていく。

※健康プログラムでは体調を確認した上、椅子に座った楽な体制で行なってもらう。また、不調時にはプログラム見学や静養で対応をしていく。

· 外出時(外来、レク、散歩等)はつまずいて転倒しないように、常に傍で付き添い見守る。移動時はゆっくり歩くように促し、途中休憩を取りながら無理させないようにする。

※特に、立ち上がり時には注意して見守ることを要する。

· バイタル測定にて､高値が続くといった状態であれば　主治医ヘ情報提供を行なっていく。
	３ヶ月



	2 妄想的発言（神様の仕業等）で

行動を左右されることがある。

・左右される頻度は少ない


	· 妄想的発言時は傾聴にて不安の軽減に努め、情動を安定させていく。

· 不調・不安時には、一人で抱え込まずにスタッフへ話すよう定期面談で繰り返しの説明を行ない、理解を促していく。


	３ヶ月



	· 施設体系移行準備として倉石様の障害程度区分認定と介護認定を行なっており、認定区分の結果を待つ状況です。

· 12/5に保護者（山舘様）と妹（立花様）が来荘しており、来春までに行なわれる施設体系移行に関して、青風荘利用対象外になる可能性と共に南山苑を含めた介護施設を今後の生活場所として検討していくことを説明し、ある程度の理解をして頂いています。




プラン計画者　氏名：中村　文洋
修正プラン実施評価日： H　年　月　日（月）　青山荘地域交流活動室
本人
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